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『
平

家

継

図
并
平
家
一部
歌
』

解

題

・
翻

刻

石

川

透

解
題

 

こ
こ

に
紹
介

す

る

『平

家
継

図
井
平
家
一
部
歌
』

は
、

「
平
家

之
継

図
」
「
平

家

一
部

之
引

歌
」

「
〔釈
教

歌
〕
」
の
三
章

か
ら
成

る

一
冊
本

で
あ

る
。

前

二

章

は
、

『平
家

物
語

』

の
系

図

と
和

歌

の
抜
書

で
あ

る
。

〔釈

教
歌

〕
は

、

内
題

は
な

い
が
、
解

脱
上

人

・
弘
法

大
師

等

の
和
歌

と
そ

の
解
説

で
あ

る
。

 

最
初

に
、

本
書

に
お

い
て
最
も

丁
数

が
割

か

れ
て

い
る

「
平
家

一
部

之

引
歌
」

に

つ
い
て
解
題

を
行

い
た

い
。

最
近

、
櫻
井

陽

子
氏

「資

料
紹

介

神
宮
文

庫
蔵

「平

家
物

語
和
歌
抜
書
」

(『
軍
記

と
語

り
物

』
二
十
七

・
一
九

九

一
年
三
月
)
・
「
「平
家
物
語
」
の
受
容
の
様
相
-

神
宮
文
庫
蔵

「平
家

物
語
和
歌
抜
書
」
を
通

し

て
 

 

」

(
『
国
文

』
七
十

五

・
一
九
九

一
年
七

月
)

に
よ

っ
て
、

『
平
家

物
語

』
の
和

歌

抜
書

が
紹
介

さ
れ
た
。

そ

の
中

で
、

江

戸
期

の
写
本

七
本

に

つ
い
て
触

れ
ら

れ
、
延

宝
六

(
一
六
七

八
)
年
写

の

神
宮
文

庫
蔵

本
が

翻
刻

さ
れ

て

い
る
。
櫻

井

氏

に
よ
れ
ば

『平

家
物
語

』

の
底
本

と

し
て

は
、
七
本

の
う

ち
、
五
本

が

流
布
本

、

一
本
が
中

院
本

、

残

り
の

一
本

が

「
源
平
盛

衰

記
」

で
あ

る

と

い
う

。

 

こ

こ
に
翻
刻

し
た

「
平
家

一
部

之
引

歌
」

は
、

筆
写

時
期

に

お
い
て
、

そ

ら
ら

七
本

を
遡

り
う

る
も

の

で
あ

り
、

内
容
的

に
も
使

用
底

本

に
問

題

が
あ

る
本

で
あ

る

と

い
え
よ

う
。

ま
ず

目

に

つ
く

の
が
、

一
二
巻

の
巻

数

が
記

さ

れ

て

い
な
が

ら
、

そ

の
位

置

が
、

『
平
家
物

語
』
諸

本

と
異

な

っ
て

い
る

こ
と
、
作

者
名

の
宛

字
が

甚
だ

し

い
こ
と

で
あ

る
。

こ
の
よ

う

に
記

さ

れ

て

い
る

『
平
家

物
語

』

の
存
在

は
寡

聞

に
し
て
聞

か
な

い
。

お
そ

ら

く
、

筆
者

の
写

し
誤

り

と
宛
字

に
よ
る

の

で
あ

ろ
う
。

そ
し

て
、
和

歌

・

作
者

名

を
詳

し
く
調

べ
る
と
、

誤
写

と
思

わ

れ
る
箇
所

が

い
く

つ
か
見

出

さ
れ

る

の
で
あ

る
。

例

え
ば

、

95
番

歌
第

五
句

は
、

「盛

ケ

レ
」
で
は
字

足

ら
ず

で
あ

る
。

諸
本

に
あ

る

よ
う

に

「
盛

ナ

リ
ケ

レ
」

が
正

し

い
で
あ

ろ

う
。

 

こ

の
よ
う

に
み
て
く

る
と

、
本
書

は
誤

り

の
多

い
写
本

の
よ
う

に
思

え

て
く

る
が
、

そ
う
ば

か
り
も

い
え

な

い
よ
う

な
の

で
あ

る
。
何

は
と
も

あ

れ
、
ま
ず

、
本

書

が

い
か
な

る
系
統

の

『
平
家
物

語
』

を
写

し

た
も

の
な

の
か
、

か

ら
考

え

て

み
た

い
。

 

先

に
も
記

し
た

よ
う

に
、
本

書

は

一
二
巻
本

を
写

し
た
も

の
で
あ

る
。

そ

の
巻

の
位

置

に
問
題

は
残

る
が
、

潅

頂
巻

と
記
さ

れ
て

い
な

い
以
上

、

元

に
な

っ
た
も

の
は

八
坂
系

と

い
う

こ
と

に
な

る
。

次

に
、

抜
書

さ

れ
た
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和

歌

の
数
を

み
る

と
、
ち

ょ
う

ど
百
首

に
な

る
、

こ
の
数

は
、

一
方

系
流

布
本

の
和
歌

の
数

に
等

し

い
。

そ

こ
で
、

本
書

の
和

歌
と

一
方
系
流

布
本

の
和

歌
を
較

べ
る
と
、
意

外

に
も
似

て

い
る

の

で
あ

る
。

 

本
書

の
和

歌
番
号

を
使

っ
て
、
流

布
本

の
和

歌

の
出

入

り
を
箇
条

書

き

し

て

み
る
と
、

 

 
ω

18

19

の
間

に
、
流

布
本

に
は

「
し

ら
な

み

の
」

「
お
も
ひ

や
れ
」
の

 

 
 

二
首

が
あ

る
。

 

 
②

46
の
位

置

は
、
流

布
本

で
は
43

44

の
間

で
あ

る
。

 

 

③

47
48
は
流
布

本

に
は

な

い
。

 

 
ω

56
の
位

置

は
、
流

布
本

で
は
54
55

の
間

で
あ

る
。

 

 
⑤

78
79

の
間

に
、
流

布
本

に
は
、

㎜

の
歌

と

「
い
か
に
せ

ん
」

の
二

 

 
 

首

が
入

る
。

 

 

㈲

91
は
流
布
本

に
は
な

い
。

と
な

る
。
流

布
本

に
あ

っ
て
本

書

に
な

い
歌

が
三
首

、
流
布

本

に
な
く

本

書

に
あ

る
歌
が

三
首

あ

る
こ

と

に
な

る
。

こ
の
程
度

の
出

入
り

な
ら
ば

、

本
書

は

一
方

系
流
布

本

と
み

て
よ

い
よ
う

に
も
見

え
る
。

し

か
し
、

そ
れ

で
は
、
巻

立

て
か
ら
判
断

さ

れ

る
八
坂
系

と

い
う
答

え

と
矛
盾

し

て
し
ま

う

。
そ

こ
で
、
和

歌
三
首

の
出

入

り
を
中

心

に
検
討

し

て
み
よ

う
。

 

ω

の
流
布

本

の
二
首

は
、
本

書

の
欠
脱

の
よ
う

に
も

み
え
る
。

八
坂

系

の
百

二
十
句

本
等
諸

本

に
も

こ

の
二
首

が
入

っ
て

い
る

こ
と
は
、

欠
脱

説

を

裏
付
け

る
も

の
と

い
え
よ

う
。

し

か
し
、

八
坂
系

で

も
、
両

足
院
本

、

如

白
本
等

に
は

こ
の

二
首

が
欠

け

て

い
る
。
写

す
際

の
欠

脱
と

い
う

こ
と

も

あ
り
う

る
が
、

こ

の
二
首

を
含

ま
な

い
八

坂
系

の
写
本

が
あ

る
以
上

、

本

書

は
そ

の
系
統

の
本

を
う

つ
し
た

こ
と

に
な

ろ
う
。

 

②

の
46

の
位
置

が
異

な

っ
て

い
る
理

由

は
わ

か
ら
な

い
が
、

47

48
と

い

う

他
本

に
な

い
歌

が
次

に
き

て
い
る

こ
と

と
何

か
関

係
が

あ

る

の
だ
ろ

う

か
。

 

③

の
47
48

の
歌
は
、

平
家

物
語

諸
本

に
は
見
出

せ
な

い
歌

で
あ

る
。

48

の
歌

は
、

『
太
平

記
』
巻

二
十

一

「
塩

治
判

官
読

死
事
」
の
、

源

三
位

頼

政

の
歌

、

 

 

五
十

雨

二
沢
辺

ノ
真

薦
水

越

テ
何

菖
蒲

ト
引

ゾ
頬

フ

(
『
日
本

古

典

 

 

文
学
大

系

』
)

に
、
第

二

・
三

・
五
句

が
違

い
な
が

ら
も
似

た
歌

で
あ

る
。
作

者
名

も
頼

政

で

一
致

し

て

い
る
。

そ

の
よ
う

に
み
る

と
、

47

の
歌

も
、

同
じ

く

『
太

平
記

』
で
、

「
五
十
雨

に
」
の
歌

の
少

し
後

に
あ

る
、
薬
師

寺

次
郎

左
衛

門

公
義

の
歌
、

 

 

返

ス
サ

へ
手

ヤ

フ
レ
ケ

ン
ト
思

ニ
ゾ
我

文

ナ
ガ

ラ
打

モ
置

レ
ズ

に
似

た
面

が
あ

る
。
作

者
名

も
違

い
、
第

一
句

か
ら
五
句

ま

で
す

べ

て
違

っ

て

い
る

が
、

「返

ス
」
「
手

ヤ

フ

レ
ケ

ン
」

等
同

一
語
句

が
使

用

さ
れ

て

い

る
の

で
あ

る
。

47
の
第

一
句

の

「
玉
章

ヲ
」

は
、

46
の
第

}
句

と
同

じ

で

あ

る

こ
と
も
気

に
か
か

る
。
前

に
み
た
よ

う

に
46

の
位

置

は
、
本

来
的

に

は
43

44
の
間

で
あ

っ
た
。

あ

る

い
は
、

46
を

こ

の
位
置

に
し

た

の
は
、

同

類
歌

の
47
を
導

き
出

す

た
め

で
は
な

か

っ
た

か
。

そ

の
47
は

、

『
太
平

記
』

で
48
と
関

係

あ
り

そ
う

で
あ

る
。

『平

家
物

語
』
諸

本

に
は

こ

の
よ
う

な
写

本

は
見
出

せ

な

い
こ
と

か
ら
、
本

書

の
書
写

者
が

、
②
③

を
作

為
的

に
行

っ

た

の
か
も
し

れ
な

い
。

も
ち

ろ
ん
、

こ

の
よ
う

な
連
想

で
記

さ

れ
た

『平

家
物

語
』

を
、

そ

の
ま

ま
写

し
た

こ
と
も

可
能
性

と

し
て
は

考

え
う

る
。

 

ω

は

、

『平

家
物

語
』
で
は
、

56

55

の
順

番

で
行

わ

れ
る
歌

の
や
り
取

り

で
あ

る
。
何

ら

か

の
手
違

い
で
順

番
が
逆

に
な

っ
た

の
で
あ

ろ
う

か
。

 

⑤

の
流
布

本

の
二
首

の
う

ち
、

㎜

の
歌

は
本

章

の
末

尾

に
記

さ

れ
て

い

一27



る
が

、

「
い
か

に
せ

ん
」
の
歌

は
欠

脱
し

て

い
る
。
何

ら

か
の
誤

り
が
あ

っ

て
、
㎜

の
欠
脱

の
み
気

付

い
て
巻

末

に
入

れ
た

の
で
あ

ろ
う

か
。
こ
れ
も
、

元

の

『
平
家
物

語
』

に
既

に
誤

脱
が

あ

っ
た

の
か
、
抜
書

筆
者

が
落

し
た

の
か
は

不
明

で
あ

る
。
欠

脱

の
状
態

は
ω

に
似

て

い
る
が

、

こ
ち
ら

は
両

足
院

本

・
如
白

本
等

に
掲

載

さ
れ

て

い
る
。

 
⑥

の
91

は

一
方
流
諸

本

に
は
見
出

せ
ず
、

八
坂

系
諸
本

に
見

ら
れ

る
歌

で
あ

る
。
鎌
倉

本

の

こ
の
歌
を

記
す

と
、

 
 

白
波

ノ
打

驚

ス
岩

ノ
上

ニ
ネ

イ
ラ

テ
松

ノ
幾

世
経

ヌ
ラ

ム

(
『鎌
倉

本

 
 

平
家

物
語

』
)

と
な
る
。

第

三
句
以

下
大

分
異

な

っ
て

い
る
が
、

元

に
な

っ
た

の
は

こ

の

歌

と

み
て
よ

い
で
あ

ろ
う

。

こ
の

こ
と
は
、

本
書

の
元
本

が

八
坂
系

で
あ

る
こ
と

を
さ

ら

に
裏
付

け

る

こ
と

に
な
る
。

そ

れ
で

は
、

八
坂
系

諸
本

の

う

ち
、

ど

の
本

に
最

も
近

い
の
で
あ

ろ
う

か
。
全

く

の
同

一
歌

は
見
出

せ

な

い
が

、
如
白

本

に
、

 
 

白
波

ノ
打

驚

ス
岩

ノ
上

二
根
入

ラ
テ
松

ノ
元

世
経

ヌ
ラ

ン

(彰

考
館

 
 

蔵
写

本
)

と
あ

る
。

八
坂

系
諸

本

と
ほ

ぼ

一
致

し

て

い
る
が

、
第

五
句

に

「
元

歎
」

と
傍
書

し

て
あ

る
。

こ
れ
は
、

あ

る

い
は
、

91
番

歌

の

「
ナ

キ
」

と
あ

る

の
と
繋

が
る

か
も

し
れ
な

い
。

 

以
上

の
よ
う

に
み
て
く

る

と
、
本
書

の
流

布
本

と

の
差

異

は
、
そ

の
い

く

つ
か
が

八
坂

系

の
本

文

の
特

徴
を

示
し

て

い
る

の
で
あ
る
。

た
だ

し
、

八
坂
系
諸

本

の
和
歌

の
数

は
、
本
書

よ
り
多

い
の
が
普
通

だ
。
歌

の
数

や

、

内

容

か
ら
す

る
と
本
書

は

一
方

系
流
布

本

に
近

い
面
も

あ
る
。

相
矛

盾

し

て

い
る

現
象

の
よ
う

に
み
え

る
が
、

一
方
系

流
布

本

に
近

い
本

文
を

も

つ

八
坂
系

本
が
存

在

す
れ
ば

、
本

書

の
祖

本

は
そ

の
系
統

で
あ

ろ
う

と
想
像

が

つ
く
。
実

は
、

そ

の
よ
う

な
本

は
実
在

し
、
先

に
少

し
触

れ

た
、

両
足

院

本

・
如
白

本
等

の
系

統
諸
本

(山

下
宏

明
氏

『
平
家
物

語

の
生

成

』

に

よ
れ
ば

、

八
坂
流

第

四
類
本

)
が

そ

の
条

件
を

満
た

す

の
で
あ

る
。

 

そ

れ

で
は
、
本

書

が
八
坂
系

の
中

で
も
両
足
院

・
如

白
本

に
近

い
こ

と

を
示

す
例

を

い
く

つ
か
み

て
み
よ

う
。

58
番
歌

第
三
句

「
打

詠

メ
」

は
、

一
方
系

諸
本

・
八
坂
系

諸
本

の
ほ

と
ん

ど
が
、

「
カ

ヘ
リ

ミ
テ

」

で
あ

る
。

と

こ
ろ
が

、
両

足
院

・
如
白

・
米
沢

本
等

は
、

58
番
歌

と
同

じ

「
打

詠

メ
」

で
あ

る
。

ま
た

、

61
番

第

五
句

「
思
出

ラ

ン
」

は
、

一
方
系

・
八
坂

系
諸

本

で
は

「
思

ひ
し
る

ら
ん
」

「
わ
す

れ
給

は
じ
」

等

で
あ

る

の
に
対

し

て
、

両
足
院

・
如

白

・
米
沢

本

は
61
番
歌

と
同

句

で
あ

る
。

 

『
平
家
物

語
』

八
坂

流

は
、
主

に
室

町
期

に
流
行

し
、
写

本

も
室

町
期

か
ら

江
戸
初

期

の
筆
写

が
多

い
こ
と

で
知

ら

れ
て

い
る
。
本

書

の
筆

写
時

期
も

ほ

ぼ
そ
れ

と
同
時

期

と
思
わ

れ

る
こ
と

か
ら
、

一
方
流

本

文

に
近

い

八
坂

流

『
平
家
物

語
』

か
ら
本
書

が
作

ら
れ

た
と

み
て
よ

い
の
で

は
な

か

ろ
う

か
。

 

本

文
を

精
査

す

る
と
、
先

に
述

べ
た
よ
う

に
、

一
方

流

・
八
坂
流

の
両

者

と
も
異

な

る
部
分

も
あ

り
、

そ
れ
が

単
な

る
誤
写

な

の
か

ど
う

か
、
問

題

は
残

る
が
、

一
応

こ

の
よ
う

に
結
論

付

け
た

い
と
思
う

。

 

順
序

が

逆

に
な

っ
た
が
、

「
平
家

之
継

図
」

に

つ

い
て
略

記

す

る
。

『平

家

物

語
』
の
系
図

は
、

単
行

本
と

し

て
も

『平
家

物
語
系

図
』

『
平
氏
系

図

』

等
が

あ

り
、

『平

氏
系

図
』

は
、

『
続
群

書
類
従

』

に
も
入

っ
て

い
る
。
本

書

の
基

に
な

っ
た

の
も

こ
の
よ
う

な
単

行
本

と

い
う

可
能

性

も
あ

る
が
、

八
坂

系

『
平
家

物
語
』

に
も
文
禄

本

(筑
波

大
学
図

書
館

蔵
写

本

)
等

の

よ
う

に
、

系
図

を

と
も
な

っ
た
写

本
が

存
在

す
る

こ
と

か
ら
、

本
書

の
系

図

も
、

『
平
家
物

語

』
付
載

の
系
図

を
記

し

た
も

の
で
は

な

い
か

と
思
わ

れ
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る
。

 

本
書

巻
末

の

「
〔釈
教

歌
〕
」
も
問

題

が
多

い
。
順
番

に
典
拠
等

を

み

て

い
く

と
、
最
初

の

「
吾
行

テ
」
の
歌

は
、

『
玉
葉
和

歌
集
』
巻
第

二
十

、

二

七
三

三
番
歌

に
あ
り
、

「
我

ヲ
知

レ
」

の
歌

は
、

『続
古

今

和
歌
集

』
巻

第

七
、
六

八
七
番
歌

に
あ

る
。
両
者

と
も

歌

に
異
な

る
点

が
あ

る
。
し

か
し
、

よ
り
近

い
か
た
ち
を

と
る

の
は
、

『
沙
石

集
』
巻

一
「
神
明

慈
悲

ト
知

恵

ト

有

人

ヲ
貴
給
事

」

の

一
節

で
、

 

 
解

脱
房

上
人
、
笠

置

二
般

若
憂

ト
名

付

テ
、
閑

居

ノ
地

ヲ
ト

テ
、
明

 

 
神

ヲ
請

ジ

奉

 
給

ケ

レ
バ
、

童
子

ノ
形

ニ
テ
、

上
人

[
ノ
]
頸

二
乗

 

 

テ
渡

ラ
セ
給
ケ

リ
。

サ
テ
御
詠

有

ケ
リ
。

 

 
 

 

ワ

レ
ユ
カ
ン
行

キ
テ
護

ン
般
若

皇
 

繹
迦

ノ
御

法

ノ
ア

ラ

ン
限

 

 
 

 

ハ

 

 
或

る
時
般

若
墓

ノ
道

場

ノ
虚

空

二
、

御
聲

バ
カ
リ

シ

テ
、

 

 
 

 
我

ヲ

シ
レ
繹

迦
牟

尼
佛

ノ
世

二
出

テ
 

サ
ヤ

ケ
キ
月

ノ
世

ヲ
照

 

 
 

 

ス
ト

ハ

(『
日
本
古

典
文

学
大

系
』
)

と
あ

る
よ
う

に
、

二
首

と
も

に
登

場
し

て

い
る

の
で
あ

る
。

 

「皮

生

テ
」

の
歌

は
、
典

拠
未
詳

で
あ

る
。

 

「今

更

二
」

の
歌

は
、

『
歌
仙
落

書
』

一
〇

〇
番

歌

に
、

 

 
 

二
条
院

讃
岐
 

四
首

 
頼
政
朝
臣
女

 

 
 

 
風
体

え

む
な
る
を

先

と
し

て
、

い
と

ほ
し
き

さ
ま

な
り
、

女

の

 

 
 

 
う

た

か
く

そ
あ

ら
め

と
あ

は
れ

に
も
侍

る

か
な
、
家

の
風

た

え

 

 
 

 
ず
申

さ

む
事

も

お
ろ

か
な
り

、

ち
ち

の
朝

臣

よ
り

は
、

え
ん

な

 

 
 

 

る
か
た

は
立

ち

ま
さ

り
て

や
、
末

の
世

に
は
出
来

が

た
く

な

む
、

 

 
 

 

九
月
ば

か
り

ね
覚

が

ち
な

る
床

ち

か
く
、

む
し

の
声
声

か

れ
が

 

 
 

 

れ

に
聞

ゆ
る
暁

が
た

に
、
夢

さ

め
た

る
心
地

こ
そ
す

れ

 

 
 

 
始
思

は

で
後

思

ふ
恋

と

い
ふ

こ
と
を

 

 
今
更

に
お
も

ふ
も

い
ふ
も

た

の
ま
れ
ず

こ
れ
も

心

の
か
は

る

と
思

へ

 

 
ば

と
あ

る
歌
と
同

一
の
よ
う

だ
が
、

作
者

も
作

歌
事

情

も
大

き
く
隔

た

っ
て

い
る
。

 

「法

性

ノ
」

の
歌

は
、

『
新
勅

撰
和

歌
集

』
巻

第
十

、

五
七

四
番

歌

に
、

 

 
 

 
土
左

国
室

戸

と

い
ふ
と

こ
ろ

に
て
 

 

 

 

 
弘
法
大

師

 

 
法

性

の
む
う

と
と

い

へ
ど

わ
が

す

め
ば

う

ゐ

の
浪
風

よ

せ
ぬ

日
ぞ
な

 

 

き

と
あ

る
。
や

は
り
和

歌

に
異
な

る
点

も
あ

る
が

、
作
者

・
作

歌
事

情

は
同

じ
よ
う

だ
。

 

「
霊

山

ノ
」

の
歌

は

『拾

遺
和

歌
集

』
巻

第

二
十
、

=
二
四

八
番

歌

に
、

 

 
 

 
南

天
竺

よ
り
東

大
寺

供
養

に
あ

ひ

に
、
菩

提
が

な
ぎ

さ

に
き

つ

 

 
 

 

き
た
り

け
る
時

、

よ
め

る

 

 
霊

山

の
釈
迦

の

み
ま
え

に
ち
ぎ

り

て
し
真

如

く
ち

せ
ず
あ

ひ
見

つ
る

 

 

か
な

と
あ

る

の
と
同

一
歌

で
あ
ろ
う

。

こ

の
歌

は
、

『
袋

草
紙
』

等

の
歌

学
書

、

『沙

石
集
』

等

の
説

話
集

、
如

白
本

・
米

沢
本

・
延

慶
本

等

の

『平

家
物

語
』
、

『
太
平

記
』

に
も
記

さ

れ

て

い
る
が
、
本

歌

と
全
く

同

一
の
本

文

を

有

す

る
本

は
見
当

た
ら

な

い
。

 

「
世

ヲ
救

フ
」

の
歌

は
、

『
沙
石

集
』

巻

二
、

『地

蔵
菩

薩
霊

験
記

』
巻

六

に
み
ら

れ
る
。
後

者

の
歌

の
み
記
す

と
、

 

 

世

ヲ
救

心

ハ
我

モ
有

物

ヲ

権

ノ
姿

ハ
免

ニ
モ
角

ニ
モ

(
『古

典

文

 

 

庫
』
)

と

な
る
。

歌

に
小
異

が
あ

り
、
作

歌
事
情

も

異

な
る

が
、
作

者

を
地
蔵

と
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す

る
点

で
は

一
致

し

て

い
る
。

 
以

上

の
よ
う

に
、

七
首
中

『沙

石
集

』

と
重
な

る
歌
が

四
首
あ

り
、

そ

の
類

の
説

話
集

か
ら

抜

き
出

し
た
と

思

わ
れ
る
が

、
歌

に
は
相
違

点

が
あ

り

、
判
然

と

し
な

い
和
歌

も

み
ら
れ

る
。

 
最

後

に
、

「
平
家

一
部

之
引
歌

」
に
関

し

て
付
言

す
れ
ば

、
櫻
井

氏
紹

介

の
七
本

の

『和

歌
抜

書
』

以
外

に
、

や

は
り
架
蔵

の
写
本

『平
家

物
語

書

中

歌
』
が

あ

る
。

こ
の
書

は
、

『
平
家
物

語
』
流
布
本

を
写

し
た

よ
う
だ

が
、

途
中

に

『
源
平

盛
衰

記
』

の
歌

が
入

っ
て

い
る
。
写

し

は
明
治

二
十

三
年

で
あ
り
、

明
治

に
な

っ
て
も

こ
の
よ

う
な
和

歌
抜
書

が
写

さ
れ

た

こ
と
が

わ

か

る
。

 

 
印

記
、

ナ

シ
。

 
以
下

に

『
平
家

継
図
井
平
家
一
部
歌
』

の
全

文
を
翻

刻
す

る
。

翻
刻

に
際

し

て
、
次

の
方

針

を
と

っ
た
。

 

1
 

本
文

は
底

本

の
お
も

か
げ

を
残
す

よ
う

に
努

め
た

が
、

漢
字

の
旧

 

 
字

体

は

お
お
む

ね
現
行

書
体

に
改

め
た
。

 

2
 

底
本

の
丁
数

は
、

そ

の
頁

の
末
尾

に

(

)

を
も

っ
て
記

し
た
。

 

3
 

巻
末

の
釈

教

歌

に
は
内
題

が
な

い
。
前

と
区
別

す

る
た

め

に
、
〔釈

 

 
教

歌

〕
と
私

に
内

題
を

付

し
た
。

 

4
 

私

に

「平

家

一
部
之

引
歌

」
の
歌

番
号
を

算
用
数

字

に
て
記

し
た
。

 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(
い
し

か
わ

 
と

お
る
)

こ

こ
に
、

 
所
蔵

、

 
形
態

、

 
寸
法

、

表
紙

、

外
題

、

奥 朱 字 行 丁 料 内書 引 高 数 数 紙 題

¥   ¥   ¥   ¥   ¥   -   ¥

『
平
家
継

図
井
平
家
】
部
歌
』

の
書

誌
を
記

す
。

架
蔵

。

袋

綴
、

一
冊

。

〔室

町
後

期
〕

写
。

竪

一
七

・
○

糎
、

横

一
五

・
一
糎
。

後

補
標

色
表

紙
。

ナ

シ
。
た

だ
し
、
元

の
外

題

か
と
思

わ
れ

る
切
紙

が
あ

り
「
平

家

継
図
井
平
塞

部
歌
」

と
墨
書
。

「
平
家

之
継

図
」

(ー

オ
)
、

「
平
家

一
部
之
引

歌
」

(
3
オ
)

斐
楮

交

漉
紙

。

一
〇
丁

。

和

歌
部

分

は
半
葉

一
四
行
。

約

一
五

糎
。

系

図
部

分

の
傍
線

は
朱

。

ナ

シ
。
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平

家

継

図

井
平
家
一部
歌

平
家
之
継
図

 

 

国
香
甑
齢
対
鵬
蟷
陸
守
維
衡
之
子
也

(ー

オ
)

 

 

此
五
人
之
中
二
清
盛
ハ
養
子
四
人
刑
部
卿
忠
盛
ノ
直
子
也
ト
云
云

 
 
 
清
盛
ハ舞

襲

御
孟

慧

大
師
・
化
身
虫

五案

元
年
妊
年
六
+
四
死
ル
也

 

 

 

古
池
ノ
禅
尼
腹
ノ
子
也
 
丹
波
小
将
成
常
ノ
聾
也

難
難
警

島
守
経
政

狭
守
経
俊

夫
篤
盛

馬
頭
行
盛

蔵

守

知

彰

一
谷
ニ
テ
父
ノ
命
二
替
テ
打
死
ス

衛

門
督

清
宗

将

軍
義

宗
八
オ
ニ
テ
死
ス

 
六

代

+
二
才
ニ
テ
出
家
也

那
知
ノ
浦
ニ
テ
自
水
也
 
年
二
十
七

ノ
聾
也
 
天
下
ノ
乗
合
シ
タ
ル
人
也

 
 

巳
上

畢

(2
ウ

)

平
家

一
部
之
引
歌

一
巻
 
殿
上
暗
打

1
在
明
ノ
月

モ
明
石
ノ
浦
風

二

 

 
 

波
斗

コ
ソ
ヨ
ル
ト
見

ヘ
シ
カ

2
雲
井
ヨ
リ
忠
盛
来

ル
月
ナ
レ

ハ

 

 

朦
気

ニ
タ

ニ
ヲ
カ
シ
ト
ソ
思
フ

3
繭
出

ル
枯

ル
モ
同

シ
野
辺
ノ
草

 

 
 

何
力
秋

ニ
ア
ワ
テ

ハ
ツ

ヘ
キ

忠
盛

女
房

妓
王
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三
条
之
姫

鹿
之
谷

御
輿
振

二
巻
 
少
将
流

山
門
滅
亡

祝6
  ト

 

率
都
婆
流

三
巻
 
成
常
帰
洛

少
将
都
落

4
浮
キ
臥

二
流

モ
ヤ
ラ
テ
川
竹

ノ

 

世

ニ
タ
メ
シ
ナ
キ
名
ヲ
ヤ
流
サ

ン

5
思
キ
ヤ
浮
身
ナ
カ
ラ
ニ
廻
来
テ

 
 
 

同

シ
雲
井
ノ
月
ヲ
見

ン
ト

ハ

6
桜
花
賀
茂
ノ
川
風
ウ
ラ
ム
ナ
ヨ

 

チ

ル
ヲ

ハ
エ
コ
メ
留
メ
サ
リ
ケ
ン

7
深
山
木

ノ
其
梢
ト
モ
見

ヘ
サ
リ
シ

 
 

桜
ラ

ハ
花

ニ
ア
ラ
ワ
レ
ニ
ケ
リ

8
陸
奥
ノ
ア

コ
ヤ
ノ
松

二
木
隠
テ

 
 
 

出

ヘ
キ
月
モ
出

モ
ヤ
ラ
ネ
ハ

9
祈
来
シ
吾
立
杣
ノ
引
力

ヘ
テ

 
 

人
ナ
キ
峰
ト
ナ
リ
ヤ

ハ
テ
ナ
ム

ー0
終

ニ
カ
ク
背

パ
テ
ヌ
ル
世
間
ヲ

 
 

ト
ク
捨
サ
リ
シ
事
ソ
ク
ヤ
シ
キ

ー1
千
破
屋
経
神

二
祈

ノ
重
ケ
ケ
レ

ハ

 
 

ナ
ト
カ
都

ヘ
カ

ヘ
ス
サ
ル
ヘ
キ

ー2

サ
ツ

マ
方
奥

ノ
小
島

二
我
ア
リ
テ

 
 
 
 

親

ニ
ハ
告

ヨ
八
重
ノ
塩
風

13
思
ヒ
ヤ
レ
シ

ハ
シ
思
ノ
旅
タ

ニ
モ

 
 
 
 

尚
古
郷

ハ
コ
ヒ
シ
キ
物
ヲ

ー4
古
郷
ノ
花
ノ
物
云
世
ナ
リ
セ
ハ

 
 
 
 

イ
カ

ニ
昔

ノ
事
ヲ
問

マ
シ

ー5
古
郷
ノ
軒
ノ
板
間
ノ
苔
莚

 
 
 
 
 

思
シ
程

ハ
モ
ラ
ヌ
月
哉

大
宮

同神
歌

頼
政

成
常

僧安
頼

夢
想

同

(
3

オ

)

同 
 
(
3
ウ
)

古

歌
安
頼

四
巻

厳
島
御
幸

高
房

鷹
居

宮
最
后

鶴

16
雲
井

ヨ
リ
落
来

ル
滝

ノ
白
糸

二

 
 
 
 
 

契
ヲ
結
フ
事
ソ
喜

シ
キ

ー7
立
帰
名
残

モ
有

ノ
浦
ナ
レ
ハ

 
 
 
 
 

神
モ
恵
ヲ
カ
ク
ル
白
波

18
千
年
経
君
カ
ヨ
ハ
イ
ヲ
藤
波

ノ

 
 
 

松
ノ
枝

ニ
モ
カ

・
リ
ヌ
ル
哉

P

コ
ヒ
シ
ク
ハ
来
テ
モ
見
ヨ
カ
シ
身
ニ
ソ
フ
ル

 
 
 
 
 

影
ヲ
ハ
イ
カ
ニ
離
ヤ
ル
ヘ
キ

20
山
法
師
ヲ
リ
延
衣
ウ
ス
ク
シ
テ

 
 

ハ
ジ
ヲ
ハ
エ
コ
ソ
カ
ク
サ
・
リ
ケ
レ

2ー
ヲ
リ
延
ヲ

一
切
モ
ヱ
ヌ
我
ラ
サ

ヘ

 
 

ウ
ス
ハ
ジ
ヲ
カ
ク
ス
数

二
入
哉

22
伊
勢
武
者
ハ
ミ
ナ
火
ヲ
ト
シ
ノ
ヨ
ロ
イ
キ
テ

 
 
 
 

宇
治
ノ
ア
ジ
ロ
ニ
カ
・
リ
ヌ
ル
哉

23
埋
木

ノ
花
咲
事

ハ
無

レ
ト
モ

 
 

身

ノ
ナ
ル
ハ
テ
ソ
悲

カ
リ
ケ
ル

24
人
知

レ
ヌ
大
得
山
ノ
々
守

ハ

 
 

木

カ
ク
レ
テ
ノ
ミ
月
ヲ
見
ル
哉

25
登

ヘ
キ
便
ナ
キ
ノ
身

ハ
木
ノ
下

二

 
 
 
 
椎
ヲ
捨

テ
世
ヲ
渡
リ
ケ
リ

26
杜
鵤
名
ヲ
モ
雲
井

ニ
ア
ク
ル
哉

 
 
 
 

弓

パ
リ
月

ノ
イ
ル
ニ
任
テ

27
五
月
暗
名
ヲ
顕
セ
ル
今
宵
哉

 
 

タ
ソ
カ

レ
時
モ
過
ヌ
ト
思

ヘ
ハ

幸
賢
僧
正

少
将

大
納
言

伊
ヒ.豆豆
ヒ守 守

 

落
書

同

(
4

オ

)

伊
豆
守

頼
正

同同同同

(4

ウ

)
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五
巻

六
巻

月
見

富
士
川
合
戦

28
百
年
ヲ
四
返
モ
マ
テ
ニ
過
来
シ
ヲ

 

小
田
木

ノ
里
ノ
ア
レ
ヤ

ハ
テ
ナ
ン

29
咲
出
ル
花
ノ
都
ヲ
打
捨
テ

 
 
 
 

風
吹
原
ノ
末
ソ
ア
ヤ
ウ
キ

30
待
宵
ノ
更
行
鐘
ノ
声
聞
ケ
ハ

 
 
 
 

ア
カ
ヌ
別
ノ
鳥

ハ
物

カ
ワ

31
物
カ
ワ
ト
公
力
云
イ
ケ
ン
鳥
ノ
音
モ

 
 
 
今
朝
シ
モ
ナ
ト
カ
悲
シ
カ
ル
ラ
ン

32
待

ハ
コ
ソ
更
行
鐘

モ
ツ
ラ
カ
ラ
メ

 
 
 

ァ
カ
ヌ
別
ノ
鳥
ノ
音
ソ
ウ
キ

33
東
路
ノ
草
葉
ヲ
分

ン
袖

ヨ
リ
モ

 
 
 
 

立
ヌ
挟
ノ
露
ソ
コ
ボ

ル

・

34
別
路
ヲ
何

力
歎
ン
迷
行

 
 

関
モ
昔
ノ
ア
ト
ヲ
知

ル

ヘ
ニ

35
都
ナ
ル
宗
盛
イ
カ
ニ
サ
ワ
ク
ラ
ン

 
 
 
 
 

柱
ト
懸
助
ヲ
ヲ
ト
シ
テ

36
富
士
川
ノ
瀬
々
ノ
岩
越
ス
波
ヨ
リ
モ

 
 
 
 

早
ク
モ
落
ル
伊
勢
ヘ
イ
ジ
哉

37
富
士
川

ニ
ヨ
ロ
イ
ハ
捨

ツ
墨
染
ノ

 
 
 
 
 

衣
忠
清
後
ノ
世
ノ
タ
メ

38
忠
清

ハ
ニ
毛
ノ
馬

ニ
ソ
乗
テ
知
ル

 

上
総

シ
リ
ガ
イ
カ
ケ
テ
甲
斐
ナ
シ

39
キ
ク
度

ニ
メ
ツ
ラ
シ
ケ
レ
ハ
時
鳥

 
 
 

何
モ
初
音

ノ
心
地

コ
ソ
ス
レ

蔵
人

侍
従

宮
原
女
房

忠
度

落
書

同同

(5

オ

)

花
桜
院

僧
正
陽
院

葵
歌引宮

 

祇
薗
女

七
巻
 
竹
生
島
参
詣

連
書

法
王
都
落

40
常
二
見
シ
君
力
御
幸
ヲ
今
日
間
ヘ
ハ

 
 
 
 

帰
ラ
ヌ
旅
ト
聞
ソ
カ
ナ
シ
キ

41
雲
ノ
上
行

ス
ヱ
遠
ク
見
シ
月
ノ

 
 
 
 
 
 

光
消
ヌ
ト
聞
ヲ
悲
キ

42
忍
レ
ト
色

二
出

ニ
ケ
リ
我

力
恋

ハ

 
 
 
 

物
ヤ
思

フ
ト
人
ノ
問

マ
テ

娼
思
キ
ヤ
心

ハ
ソ
ラ

ニ
陸
奥

ノ

 
 
 

千
家
ノ
塩
竃
近
キ
カ
イ
ナ
シ

44
イ
モ
ガ
子
ハ
早
ハ
ウ
程
ニ
ナ
リ
ニ
尭

 
 
 
 
 
 
 

忠
盛
取
テ
養
ニ
セ
ヨ

45
夜
鳴

ス
ト
忠
盛
立
ヨ
末
ノ
代

二

 
 
 
 

清
ク
盛

ル
事

モ
コ
ソ
ア
レ

46
玉
章
ヲ
今
ハ
手
ニ
タ
ニ
取
ラ
シ
ト
ヤ

 
 
 
 

サ
コ
ソ
心
二
思
ヒ
ス
ツ
ト
モ

47
玉
章
ヲ
只
其
任

二
返

ス
タ
ニ

 

手
ヤ
フ
レ
ケ
ン
ト
ナ
ツ
カ
シ
キ
哉

48
五
月
雨
二
池
ノ
真
薦
ノ
茂
リ
ア
イ
テ

 
 
 

何
レ
ア
ヤ
メ
ト
引
ソ
カ
ネ
ヌ
ル

49
チ
ハ
ヤ
経
神
ニ
イ
ノ
リ
ノ
重
ケ
ケ
レ
ハ

 
 
 
 
 

ハ
ヤ
ク
モ
色

二
顕
ニ
ケ
リ

50
平
カ

ニ
花
咲
宿

モ
年
経
レ

ハ

 
 

西

ヘ
カ
タ
フ
ク
月
ト

コ
ソ
見
レ

51
如
何

ニ
セ
ン
藤
ノ
末
葉
ノ
枯
行
ヲ

 
 
 

タ

・
春
ノ
日

二
任
テ
ヤ
ミ
ン

朝
賢
法
印

女
房

正
聖

(
5

ウ

)

冷
泉
大
納
言

白
川
院

同冷
泉
大
納
言

頼
正

同経
政

(6

オ

)

山
王
神
歌

春
日
神
歌
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都
落

鷹
居
大
納
言

経
政
ノ
事
歎

常

正
青
山
獅
子
丸

一
門
都
落

八
巻
 
法
王
都
入

名
虎

内
大
臣
胡
歌

52
瀟
ヤ
志
賀

ノ
都

ハ
荒

ニ
シ
ヲ

 
 
 
 
 

昔
ナ
カ
ラ
ノ
山
桜
カ
ナ

53
飽

ス
シ
テ
別

ル

・
君
力
名
残
ヲ

ハ

 
 
 

後

ノ
形
見

ニ
ツ

こ
・、
テ
ソ
置

54
呉
竹

ノ
掛
樋

ノ
水

バ
カ

ハ
ル
ト
モ

 
 
 
 
 

猶
住
飽

ヌ
宮
ノ
内
カ
ナ

55
旅
衣
夜
ナ
く

袖

ヲ
カ
ク
シ
来

テ

 
 
 
 

思

ヘ
ハ
吾

ハ
遠
ク
行
ケ
ン

56
哀
也
老
木
若
木
モ
山
桜

 
 
 
 

ヲ
ク
レ
先
立
花

ハ
残
ラ
シ

57

ハ
カ
ナ
シ
ヤ
主
ハ
雲
井

二
別
ル
レ
ハ

 
 
 
 
 

ア
ト
ハ
煙
ト
立
登
リ
ケ
リ

58
古
郷
ヲ
焼
野
力
原
ト
打
詠
メ

 
 
 
 

末

モ
煙
ノ
波
路
ヲ
ソ
行
ク

59

一
声

ハ
思
出
テ
鳴
郭
公

 
 
 

ヲ
イ
ソ
ノ
森
ノ
ヨ
ハ
ノ
昔
ヲ

60
篭
ノ
内

モ
猶
浦
山

シ
山
柄

ノ

 
 
 

身

ノ
ホ
ト
カ
ク
ス
タ
顔
ノ
宿

61
住
ナ
レ
シ
古
キ
都

ノ
コ
ヒ
シ
サ

ハ

 
 
 
 
 
 

神
モ
昔
ヲ
思
出
ラ
ン

62
世
ノ
間
ノ
宇
佐
ニ
ハ
神
モ
ナ
キ
物
ヲ

 
 
 
 
 

何
祈
ル
ラ
ン
心
ツ
ク
シ
ニ

63
去
ト
モ
ト
思

フ
心
モ
虫
ノ
音

モ

 
 
 

ヨ

ハ
リ

ハ
テ
タ
ル
秋

ノ
暮
哉

忠
度

御
室

返
歌

常
正

 
 

(6
ウ
)

行
慶
法
印

教
盛

経
盛

重
衡

(
7

オ

)

修
理
大
夫

九
巻

勢
調

都

二
度

ノ
懸

ケ

最
後

小
宰
相

.
身
投

十
巻
 

一
門
頸
渡

内
裏
女
房

64
月
ヲ
見
シ
去
年
ノ
今
宵
ノ
友
ノ
ミ
ヤ

 
 
 
 
 

都
ニ
サ
コ
ソ
思
イ
出
ら
ん

65
恋

シ
ト

ヨ
去
年
ノ
今
宵

ハ
夜
終

 
 
 

チ
キ
リ

シ
人
ノ
思

ヒ
出
ら
ん

66
分
テ
来
シ
野
辺
ノ
露
ト
モ
消
ス
シ
テ

 
 
 
 
 
 

思
ヌ
里
ノ
月
ヲ
見
ル
哉

67
今
日
迄
ハ
ア
レ
ハ
在
カ
ノ
我
身

ニ
テ

 
 
 
 
 

夢
ノ
内
ニ
モ
夢
ヲ
見
ル
哉

68
人
シ
レ
ヌ
其
カ
タ
忍
心
ヲ

ハ

 
 
 

傾
ク
月

ニ
タ
ク

エ
テ
ソ
見

ル

69
武
士

ノ
取

伝

タ

ル
梓

弓

 
 
 
引

テ

ハ
人

ノ
返

ス
物

カ

ハ

70
行
キ
暮
テ
木
ノ
下
影
ヲ
宿
ト
セ

ハ

 
 
 
 

花

ヤ
今
夜

ノ
主
ナ
ラ

マ
シ

71
吾
力
恋

ハ
細
谷
川

ノ
マ
ル
キ
橋

 
 

フ
ミ
カ

ヘ
サ

レ
テ
ヌ
ル

・
袖
哉

72
只
頼

メ
細
谷
川
ノ
円
木
橋

 
 

踏

力
ヘ
シ
テ
ハ
落
サ
ラ
メ
ヤ

ハ

73
何
ク
ト

モ
知
ラ
ヌ
仰
ノ

一
切
衆
生

 
 

カ
キ
置

ク
ア
ト
ノ
形
見
共
見
ヨ

74
泪
河
憂
名
ヲ
流

ス
身
也
ト
モ

 
 
 
 
 

今

一
度

ノ
逢

ヨ
シ
モ
哉

75
君
故

二
吾
モ
ウ
キ
名
ヲ
流

ス
ト
モ

 

底
ノ
ミ
ク
ズ

ト
ト
モ
ニ
ナ
リ
ナ
ン

神
力宗

盛
経
政

景
隆

忠
度

通
盛

(
7

ウ

)

正
聖
門
院

経
盛

重
衡

女
房
返
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十

一
巻

東
下

女
房

横
笛

返
歌

藤
渡

大
納
言

剣
之
巻

腰
越

76
相
事

モ
露
ノ
命
モ
モ
ロ
ト
モ
ニ

 
 
 
 
 

今
宵
斗
ヤ
契
ナ
ル
ラ
ン

77
限
ト
テ
立
別

ル
レ

ハ
露
ノ
身

ノ

 
 
 
 

君
ヨ
リ
先

二
消

ヌ
ヘ
キ
哉

78
旅
ノ
空
ハ
ニ
フ
ノ
小
屋
ノ
イ
フ
セ
サ
ニ

 
 
 
 

古
郷
イ
カ
ニ
恋
シ
カ
ル
ラ
ン

79
惜
カ
ラ
ヌ
命
ナ
レ
ト
モ
今
日
迄

ニ

 

ッ
レ
ナ
キ
カ
イ
ノ
白
根
ヲ
モ
見
ツ

80
剃
迄

ハ
恨
シ
カ
ト
モ
梓
弓

 
 
 
 

真
ノ
道

二
入
ソ
ウ
レ
シ
キ

8ー

ソ
ル
ト
テ
モ
何
力
恨
ン
梓
弓

 
 
 
 

引
留
ム

ヘ
キ
心
ナ
ラ
ネ

ハ

82
君
住

ハ
愛
モ
雲
井

ワ
ヨ
ザ
ノ
浦

 
 
 
 
 
 

天
ノ
橋
立
都
成
ケ
リ

83
詠

レ
ハ
ヌ
ル

・
挟

ニ
ヤ
ト
リ
ケ
リ

 
 
 
 
 

月

ヨ
雲
井

ノ
物
語
セ
ヨ

84
雲
ノ
上
見
シ
ニ
替
ラ
ヌ
月
ナ
レ
ハ

 
 
 
 

住

二
付
テ
モ
物
ソ
悲

シ
キ

85
吾
身

コ
ソ
明
石
ノ
浦

二
旅
セ
メ
ヤ

 
 
 
 
 
 

同
波

ニ
モ
宿

ル
月
哉

86
八
雲
立
出
雲
八
重
垣
妻

コ
メ
テ

 
 
 

八
重
垣
ツ
ク

ル
其
八
重
垣
ヲ

87
都
ヲ

ハ
今
日
ヲ
限
ノ
関
水

二

 
 
 
 
 

又
相
坂
ノ
影
ヤ
移
サ
ン

重
衡

返
歌

(8

オ

)

湯
屋
侍
従

重
衡

瀧
口
入
道

横
笛
女(

8

ウ

)

十
二
巻

出
家

小
原
入

同
御
幸

徳
大
寺
左
大
臣

六
道

88
セ
キ
カ
ケ
テ
泪
ノ
カ

・
ル
唐
衣

 

後

ノ
カ
タ
形
見

ニ
ヌ
キ
テ
置
ヌ
ル

89

ユ
キ
カ
ク
ル
衣

モ
今

ハ
何
カ
セ
ン

 
 
 

今

日
ヲ
限

ノ
形
見
ト
思

ヘ
ハ

90
帰
リ
来
ン
事

ハ
カ
タ
田
ノ
引
網
ノ

 
 
 
 

目

ニ
モ
タ

マ
ラ
ヌ
我
泪
哉

91
白
波
ノ
打
驚

ス
度

コ
ト

ニ

 
 
 
 
 

寝
入
穴
ナ
キ
床

ノ
上
哉

92
時
鳥
花
橘
ノ
香
ヲ
留

テ

 
 
 
 
 
 

鳴

ハ
昔

ノ
人
ヤ
恋

キ

93
岩
根

フ
ミ
誰
カ

ハ
問

ン
楢

ノ
葉

ノ

 
 
 
 

戦
ク

ハ
鹿
ノ
渡
ル
也
ケ
リ

94
池
水

二
汀
ノ
桜
散
シ
キ
テ

 
 
 
 
 
 

波
ノ
花

コ
ソ
盛
ケ
レ

95
思
イ
キ
ヤ
深
山
ノ
奥

二
住
居
シ
テ

 
 

雲
井

ノ
月
ヲ
余
所

二
見

ン
ト

ハ

96
此
比

ハ
イ
ツ
ナ
ラ
ワ
シ
キ
我
力
心

 
 
 
 

大
宮
人
ノ
恋

シ
カ
ル
ラ
ン

97
古

モ
夢

二
成

ニ
シ
事
ナ
レ

ハ

 
 
 

柴

ノ
編
戸

モ
久

シ
カ
リ
ケ
リ

98
古

ハ
月

ニ
タ
ト
ヘ
シ
公
ナ
レ
ハ

 
 
 
 
 

今
光
ナ
キ
深
山
木
ノ
里

99
侶
サ
ラ

ハ
泪
ク
ラ

ヘ
ン
時
鳥

 
 
 

吾

モ
憂
世

二
音
ヲ
ノ
ミ
ソ
鳴

大
納
言

平
大

納
言

 
 

(
9
オ
)

女
院

助
嬌

女
院

同定
公

女
院

(
9

ウ

)
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㎜
古
郷

ハ
恋
ク
モ
ナ
シ
旅
ノ
空
 
 

 

湯
屋
侍

従

 
 

 
何

ク
モ
終

ノ
住
家
ナ
ラ
ネ

ハ
 
 

 

(10

オ
)

〔釈
教
歌
〕

吾
行
テ
常
ニ
ソ
守
ル
般
若
台
尺
迦
ノ
御
法
ノ
ア
ラ
ン
限
リ
ハ

我
ヲ
知

レ
尺
迦
牟
尼
仏
ノ
世
二
出
テ
サ
ヤ
ケ
キ
月
ノ
世
ヲ
照
ス
也

 
 
 
山
城
ノ
国
笠
置
寺
二
解
脱
上
人
閑
居
シ
玉
フ
ケ
ル
時
春
日
ノ
明
神

 
 
 
上
人
ノ
跡
ヲ
追
テ
影
向
ア
リ
読
玉
フ
ケ
ル
也

皮
生
テ
縦
六
十

ハ
送
ル
ト
モ
申
ハ
過
ヌ
無
碍
ノ
身
ヤ

 
 
 
解
脱
又
笠
置

ハ
交
衆
ノ
寺
也
ト
テ
又
三
ケ
ノ
原
海
中
山
ト
云
寺
二

 
 
 
移
リ
住
玉
フ
也
此
寺

二
漏
出
ノ
観
音
御
坐
ス
也
此
歌

ハ
中
将
姫
読

 
 
 
玉
フ
ト
云
説
ア
リ
何
レ
ニ
一二
十

一
ノ
年
読
ル
也

今
更
二
思
フ
ト
云
モ
頼
レ
ヌ
人
ノ
心
ノ
カ
ハ
ル
ト
思

ヘ
ハ

 
 
 
此
歌

ハ
観
音
ノ
御
詠
歌
也
意

ハ
解
脱
ハ
住
所
不
定
ノ
人
ナ
レ
ハ
今

 
 
 
海
中
山
二
住
ル
・
ト
云
ヘ
ト
モ
又
心
ヤ
カ
ハ
リ
玉
ン
ト
也

法
性
ノ
室
戸
ト
聞
テ
吾
レ
ス
メ
ハ
有
為
ノ
波
風
タ
・
ヌ
日
モ
ナ
シ

 
 
 
此
ハ
土
州
室
戸
二
御
住
ノ
御
時
弘
法
読
玉
フ
也

霊
山
ノ
尺
迦
ノ
御
前

二
頼
メ
真
如
ク
チ
セ
ス
今
日
見
ツ
ル
哉

 
 
 
行
基
菩
薩
嵯
峨
へ
初
テ
参
給
フ
時

世
ヲ
救
フ
心
ハ
誰
モ
ア
ル
モ
ノ
ヲ
外
ノ
体

ハ
菟
ニ
モ
角

ニ
モ

 
 
 
此
ハ
洛
中
ノ
貴
賎
先
清
水
へ
参
帰
リ
ニ
六
ハ
ラ
ノ
地
蔵

へ
参
ケ
レ

 
 
 

ハ
地
蔵
述
懐
ノ
歌
也

(10
ウ
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